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【図 12】夏季におけるダイゼンの密度分布（採餌場所） 
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【図 13】夏季におけるダイゼンの密度分布（休息場所） 
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⑤ キョウジョシギ 

一般生態 旅鳥として日本各地に渡来し、砂浜や河口の砂泥地のほか岩石地や

砂利地の海岸などで甲殻類、貝類、ハマトビムシなどを採餌する。 

確認時期 平成 8～9年度と同様、主に 5月及び 8月に確認された。 

 

分布状況  夏季の採餌場所を図 14に示す。 

 採餌は、6時から 17時までみられ、13時と 17時の観察個体数

が多かった。潮位との関係はみられず、潮位の高い 17時には船橋

海浜公園の汀際付近で採餌する個体が多くみられた。主な採餌場所

は船橋海浜公園周辺、養貝場及び日の出の前面であった。平成 8～

9年度は日の出前面での採餌がほとんどなく、採餌場所が拡大して

いた。 

 夏季の休息場所を図 15に示す。 

 キョウジョシギの休息は、夕方の 17時から増加した。休息場所

は船橋防泥柵周辺、日の出前面の護岸付近であった。平成 8～9年

度は防泥柵の沖側での休息が多かったが、本年度はこの場所での休

息は確認されなかった。 
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【図 14】夏季におけるキョウジョウシギの密度分布（採餌場所） 
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【図 15】 夏季におけるキョウジョシギの密度分布（休息場所） 
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⑥ トウネン 

確認時期 本種は平成 8～9年度と同様、5月、8月、9月に確認されたが、8

月が多く、5、9月は少ない傾向にあった。 

 
分布状況  夏季の採餌場所を図 16に示す。 

 トウネンの採餌は、観察を開始した 6時～終了の 18時まですべ

て確認され、下げ潮時の 9時、上げ潮時の 17時に観察個体数が多

かった。主な採餌場所は、船橋海浜公園周辺及び養貝場であり、平

成 8～9年度と大きな変化はなかった。 

 夏季の休息場所を図 17に示す。 

 主な休息場所は船橋の防泥柵上であった。平成 8～9年度には船

橋海浜公園の汀線付近での休息が多く、本年度とはやや場所が異な

っていた。 
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【図 16】夏季におけるトウネンの密度分布（採餌場所） 
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【図 17】 夏季におけるトウネンの密度分布（休息場所） 
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⑦ ハマシギ 

確認時期 平成 8～9年度同様、主に 5月と冬季に確認された。 
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分布状況 

 

 冬季の採餌場所を図 18に示す。 

 ハマシギの採餌は、潮位が低下し始めてから上げ始めまでの時

間に主にみられ、潮位が高くなる時間には少なくなった。採餌場

所は、船橋海浜公園周辺と日の出前面であり、平成 8～9年度と

概ね同様であった。ただし、平成 8～9年度にみられた養貝場、

市川航路出口付近での採餌は、本年度はみられなかった。 

 冬季の休息場所を図 19に示す。 

 休息個体は、潮位が高くなる時間に増加した。主な休息場所は、

船橋海浜公園の船橋航路寄りであり平成 8～9年度と大きな変化

はなかった。 
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【図 18】冬季におけるハマシギの密度分布（採餌場所） 
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【図 19】冬季におけるハマシギの密度分布（休息場所） 
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⑧ キアシシギ 

確認時期 平成 8～9年度と同様、主に、5月、8月に確認され、8月の確認

個体数は多い傾向にあった。 

 
分布状況  

 夏季の採餌場所を図 20に示す。 

 キアシシギの採餌は、潮位の下がり始める時間から上げ始める

までの時間帯に確認された。主な採餌場所は船橋海浜公園周辺、

養貝場、日の出の前面域であった。日の出前面域での採餌は平成

8～9年度には確認がなく、採餌場所が拡大していた。一方、江戸

川放水路河口での採餌は、本年度は平成 8～9 年度に比べて少な

かった。 

 夏季の休息場所を図 21に示す。 

 休息は、潮位の高い時間に多くみられた。休息場所は養貝場に

かかった橋脚周辺、船橋の防泥柵上、日の出前面の護岸付近であ

った。平成 8～9 年度の休息場所は船橋海浜公園及びその沖が中

心であり、今年度とは異なる状況であった。 
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【図 20】夏季におけるキアシシギの密度分布（採餌場所） 
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【図 21】夏季におけるキアシシギの密度分布（休息場所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




